
朝来市内では重大な交通事故に繋がる悪質・危険な飲酒運転が後を絶ちません。

飲酒運転は、運転者本人はもとより、お酒や車の提供者、同乗者も厳しく処罰されることがあります。

交通事故を起こせば被害者やその家族の人生を大きく狂わせる結果を招くことにもなりかねません。

皆さん一人一人が「飲酒運転は絶対にしない、させない」をしっかり守り飲酒運転を根絶しましょう。
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南但馬警察署管内交通事故発生状況

（令和８年７月末）

時間/曜日 合計 月 火 水 木 金 土 日
合計 28 2 2 5 6 7 2 4

昼間小計 24 2 2 5 5 6 1 3
　６～　８ 2 2
　８～１０ 3 3
１０～１２ 7 1 1 2 1 2
１２～１４ 2 1 1
１４～１６ 5 1 3 1
１６～１８ 5 1 1 1 1 1
夜間小計 4 0 0 0 1 1 1 1
１８～２０ 4 1 1 1 1
２０～２２ 0
２２～２４ 0
　０～　２ 0
　２～　４ 0
　４～　６ 0

国道9号、7

国道312号、5

養父宍粟線、1
物部藪崎線、3

その他、12

路線別人身事故発生状況

国道9号 国道312号 養父宍粟線 物部藪崎線 宮津養父線 その他

6 (1) 0 (0) 48 (-6) 2 (-2)

傷者数 重傷 6 (3) 0 (0) 24 (-13) 0 (-3)

傷者数 重傷 0 (-2) 0 (0) 24 (7) 2 (1)

●重傷者は傷者数の内数

死者数

●（　）内は前年対比

重傷
(1)

0 (0) 0 (-1)

126 (26) 881 (11)

1 (1) 1 (1)

1 1 (0)

6 (3) 20 (-9)

交通事故発生状況 令和８年７月中（前年対比） 令和８年７月末（前年対比）

6 28 (-16)人身事故件数 (1)

物件事故件数

人身事故
死者数

人身事故
死者数

傷者数

朝来市

養父市
0 (-2) 8 (-7)
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年代別交通事故死傷者数

★は

死者

交通事故発生状況（続き）

和田山地区 山東地区 朝来地区 生野地区 八鹿地区 養父地区 大屋地区 関宮地区

８年 14 5 0 1 5 0 3 0

７年 21 2 4 2 9 2 1 3
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地区別交通事故発生状況
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件数 1 1 1 1 2 3 15 4

1 1 1 1 2 3
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原因別人身事故発生状況
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類型別人身交通事故

車両相互（追突）

車両相互（その

他）
車両相互（出合

頭）
車両単独

人対車両

◎ 生活道路における自動車の法定速度が引き下げられます！
令和８年９月１日から、生活道路の法定速度が時速60㎞から時速30㎞に引き下げられます。

一部６０㎞のままの道路もあります。場所や道路状況により、速度を落として安全な運転を心

がけましょう。

◎ 飲酒運転の対象基準が強化されます！

令和８年７月21日から、酒酔い運転の基準が明確化されます。

・現行～ アルコールの影響で正常な運転ができないおそれのある状態での運転

・血液１ml中1.0mg以上または呼気１ｌ中0.50mg以上のアルコールを身体に保有

（基準値未満でも、酔いの状態で成立する場合あり）

自動車・自転車の飲酒運転は絶対やめましょう!!
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